
尻びれ基底 の上に16～18

枚の吸盤状のうろこがある

両あごの先端に

小黒点がある

尾びれの基底 の下端と

上端には黒色斑がない

【形態】

19．シラウオ SalangichthysmicrodonBleeker 図版６

英 名 Japaneseicefish,shirauoicefish,glassfish,whitefish

露 名
ラプシャ

-
ルィ バ

,
サランクス

地方名(北海道） シラオ

漢 字 白魚

アイヌ語名 ライライチェプ

体形は細長く、頭は縦扁 し、脂びれ を持つ。生時および死んだ

直後の体は半透明であるが、後に白くなる。雄の尻びれ基底 の上には16～18

枚の吸盤状のうろこが１列に並ぶが、雌はすべてのうろこを欠く。稚魚 期の

特徴を保ったまま成魚 となる幼形成熟 する魚種の一つである。

成魚では、雄は雌より大きくとがった胸びれ、腹びれおよび尻びれを持つ。

さらに雄は尻びれ基部が下方に突出し、肛門直上にある黒色斑がやや大きい

など、雌雄の判別は容易である。成熟 した雌の卵巣は体外からは白い塊とし

て認められ、卵巣重量は体重の20～30％に達する。一方、精巣重量は雄の体

重の１％に満たない。体長 ８～９cm。ふつう雌の方が雄よりもやや大きくな

る。

同じ属 のイシカワシラウオSalangichthysishikawaeは東北地方の太平

洋沿岸に分布し、北海道では確認されていない。イシカワシラウオの体長は

６cm台と小さく、さらに雄のうろこも23～29枚でシラウオとは異なる。その

サケ目Salmoniformesシラウオ科Salangidae



【生態】

ほかのシラウオ科魚類と

しては、九州の有明海と

筑後川下流域に、アリア

ケシラウオSalanxaria-

kensisとアリアケヒメシラ

ウオNeosalanxreganius

がそれぞれ分布してお

り、これら２種 は環境省

がレッドデータブック

で絶滅危惧種 に指定し

ている。

サハリン、朝

鮮半島および日本各地の

河口周辺や海跡湖 など

の海水と淡水の混じり合った汽水 域に多く分布する。北海道の分布域は、網

走湖、サロマ湖、クッチャロ湖や、天塩川、石狩川、余市川、大野川、別寒

辺牛川の河口周辺、および噴火湾の沿岸域などである。

春に河口周辺や汽水湖内で底質が砂の浅瀬に卵を産む。体腔 内の成熟卵

数は600～1,500粒。産み出された卵の直径は１mm弱。卵門 から伸びる十数

本の付着糸 で10個程度の砂粒に付着する沈性粘着卵 である。ふ化した仔魚

の体長は５mm程度。

ふ化後は汽水湖内、河川下流域の下層に入り込んだ塩水くさび と呼ばれ

北海道におけるシラウオの漁獲量

北海道におけるシラウオの分布

シ
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る海水の内部や河口周辺の沿岸域に分布し、成長する。小型甲 類や仔魚な

どを食べる。寿命は満１年である。




